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実践教育プログラム ＴＵＩＮＳ



建設プロジェクト ＴＵＩＮＳ

建設プロジェクト（このプロジェクトの一部もしくは全体を担当し報告書をまとめることによって多くのゼミの学生が卒業して行った。）

①事業の企画 ②敷地建物の調査 ③管轄行政ヒアリング ④企画設計・デザイン提案 ⑤地域住民とのワークショップ

⑥近隣住民説明会実施⑦リノベーション工事⑧事業運営⑨運営プロモーション⑩事業結果報告



４つのプロジェクト
ＴＵＩＮＳ

➀「射水市中新湊プロジェクト１，２」
敷地建物調査（空き家自体の調査と周辺の駐車場・賃貸住宅のマーケット
調査）、企画・提案（3タイプの改修提案、インテリアイメージの提案）、
地域住民とのワークショップ（「お片付けイベント」実施と、しっくい塗
体験教室）

②「射水市八幡町プロジェクト」
運営事業（宿泊客向け資料作成）、運営プロモーション（「禅楽」の歴史、
周辺地域の変遷、観光マップ、新湊曳山の資料作成）

③「南砺市福光町観音町活性化プロジェクト」
運営プロモーション（有形文化財「松風楼」の調査、観音町のまち調査）
地域住民とのワークショップ（地域活性化イベント参加）

④「射水市中央町プロジェクト」
企画・提案（改修提案、インテリア、イクステリアイメージの提案）、リ
ノベーション工事（解体工事、京壁内装工事）、継続中



➀中新湊プロジェクト・②八幡町プロジェクト
ＴＵＩＮＳ

３ 富山県射水市八幡町

1丁目13-2
２

富山県射水市中新湊8-2



➀中新湊プロジェクト・②八幡町プロジェクト
ＴＵＩＮＳ



➀中新湊プロジェクト１（マーケット調査）
ＴＵＩＮＳ



➀中新湊プロジェクト１（企画提案）
ＴＵＩＮＳ



➀中新湊プロジェクト１（お持ち帰りイベント）
ＴＵＩＮＳ



➀中新湊プロジェクト１（お持ち帰りイベント）
ＴＵＩＮＳ

No 売れた商品 お客様

1 冷蔵庫 男性

2 漫画

3 食器（皿）

4 絵画の額（金属アルミ系）

5 ホットプレート

6 鍋

7 電子レンジ

8 食器（ワイングラス、皿）

9 壺

10 カンナ

11 電気コンロ 家族

12 漫画

13 ミニクーパーおもちゃ

計 12名様

海外物流

親子

家族

お持ち帰りイベント風景

漆喰塗り体験風景



ＴＵＩＮＳ

北陸中日新聞 北日本新聞

➀中新湊プロジェクト１（お持ち帰りイベント）



➀中新湊プロジェクト２（お持ち帰りイベント）
ＴＵＩＮＳ

No. 売れた商品 お客様

1 キンチョール 近所の方

2 衣類

3 キンチョール

4 おひつ用の桶

5 壺

6 桶

7 鉢

8 金魚鉢

9 座布団

10 収納ケース

11 食器類

12 着物

13 食器類

14 ブタの蚊取り線香

15 水筒

16 巻物

17 本

18 下駄

19 ペンギンの時計

20 食器類

21 本棚

計 9名様

月岡夫婦

夫婦

男性

（ジモティー）

フィリピン女性

（ジモティー）

男性

（ジモティー）



②八幡町プロジェクト
ＴＵＩＮＳ



②八幡町プロジェクト（周辺案内パネル）
ＴＵＩＮＳ



②八幡町プロジェクト（利用案内ポスター）
ＴＵＩＮＳ



②八幡町プロジェクト（禅楽の歴史とグルメマップ）
ＴＵＩＮＳ



②八幡町プロジェクト（曳山祭り）
ＴＵＩＮＳ



ＴＵＩＮＳ

松風楼

富山新聞 8月9日
松風楼周辺の街並み

③南砺市福光町観音町活性化プロジェクト（観音町調査）



③南砺市福光町観音町活性化プロジェクト（観音町の紹介）
ＴＵＩＮＳ



③南砺市福光町観音町活性化プロジェクト（松風楼の紹介）
ＴＵＩＮＳ



ＴＵＩＮＳ
④射水市中央町プロジェクト（2023年度）

20240227富山新聞

Facebook

Instagram 



④射水市中央町プロジェクト（富山TV）
ＴＵＩＮＳ



まとめ ＴＵＩＮＳ

1. プロジェクト一気通貫で学生が体験できるようにするのは、諸条件が
そろわないとできない。建設プロジェクトは「生き物」であり、途中
で中止になるもの、建設段階まで進まないものが多く存在する。しか
し、学生が建設プロジェクトの全体像をうまく理解することができる
教育は可能である。

2. 建設プロジェクトは同じパターンの繰り返し作業となる。らせん階段
を一歩ずつ上るがごとく、同じことを繰り返すことにより、新たな発
見がある。「お片付けイベント」の企画の有効性、ポスティングの非
有効性とSNS利用の有効性の発見、学生のパネル製作の進化などがあげ
られる。このことでらせん階段上って、１フロア分高みに上ることが
できた。

3. 学生は卒業論文作成を通して論理的な思考（Logical Thinking）を身に
付ける。しかし実社会やビジネスにおいて、直観や感覚的に物事を捉
えてその解決の方向性を決定することが多い。学生が建設プロジェク
トを体験することによって、教員と一緒に考え、地域の方々と協同す
ることによって、直観力や物事をとらえる感性を高める教育的な効果
があり得ることが今年のプロジェクトを通して実感できた。
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